
題名「有限次数の有理型関数の割算は、テイラー展開・ローラン展開の主要部と一致する」 

鈴木啓一 

循環小数の計算方法、たとえば３／１１を計算すると、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

となり、3/11=0.27272727・・・になる。 

これを代数方程式の計算に応用する。たとえば
)3)(1(

1

++ xx
を計算すると、 
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となる。 3x の場合のローラン展開の主要部と                    となる。 1x の場合のテイラー展開と一致する。 

一致する。 

 

 



（証明の概要） 

テイラー展開で証明する 
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とおく、数学的機能法で証明する。 ik  で代数方程式の割算と一致すると仮定する。 
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この式により、 1+= ik のときも代数方程式の割算と一致する。 

 

 

 

この計算方法は、数学上の理論的な価値はない。ただ、テイラー展開・ローラン展開のイメージが理解できる教育的価値はあると思う。 


